
８
月

フ
ィ
ル
ム
コ
ン
サ
ー
ト

お
間
（
木
）
ｕ
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
前
売
・
一
○
○
○
円
当
日
・
一

三
○
○
円

★
ジ
ミ
ー
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス

フ
ィ
ル
ム
コ
ン
サ
ー
ト

雷
神
戸
の
催
し
物
ご
案
固

Ａ
音
楽
Ｖ

★
ハ
ン
ガ
リ
ｉ
少
年
少
女
合
唱
団

３
周
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
・

○
○
円
Ｃ
・
一
八
○
○
円

★
宮
川
泰
／
大
阪
フ
ィ
ル

サ
マ
ー
・
ポ
ッ
プ
ス
・
フ
ィ
ー
バ
ー
ね

廻
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
民
幸
ワ
Ｋ
会
員
・
二
五
○
○
円
一

般
・
三
○
○
○
円

出
描
／
宮
川
泰
、
小
柳
ル
ミ
子
、
川
烏

和
子
、
大
阪
フ
ィ
ル
ほ
か

☆
沢
田
研
二

皿
日
（
火
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル

★
杉
田
二
郎

承

☆
熱
い
サ
ン
バ
の
嵐
が
や
っ
て
く
る
ノ

こ
の
夏
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
が
神
戸
で
も

燦
発
し
そ
う
。
遠
く
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
総
勢

超
塩
の
豪
華
メ
ン
バ
ー
が
来
日
、
サ
ン
バ

の
リ
ズ
ム
、
カ
ー
ー
ス
ル
の
熱
狂
、
フ
ュ

ー
ジ
ョ
ン
サ
ウ
ン
ド
の
波
が
吹
き
荒
れ
る

ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
・
力
ｉ
｜
｜
バ
ル
８
月
鋤

日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

二
五
○
○
円

鱗

号‘域鰯雲

①
愛
読
者
優
待
席

８
月
遁
日
（
木
）
ｎ
時
神
戸
文
化
小

ホ
ー
ル

８
月
刀
日
（
金
）
ｎ
時
姫
路
市
民
会

館★
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

９
月
３
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館

☆
原
田
真
二

９
月
６
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化

ホ
ー
ル

牧
五
韓
真
弓

９
月
７
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化

ホ
ー
ル

ご
希
望
の
方
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
莱
を
明
記
の
上
、
遡
源
っ
子

編
集
室
「
ピ
ー
ト
ル
ズ
（
神
一
巳
」
「
ピ

ー
ト
ル
ズ
（
姫
路
と
「
ベ
ン
テ
ャ
ー

ズ
」
「
原
田
真
二
」
「
五
輪
真
弓
』
の
係

ま
で
。

●
愛
読
者
招
待
席

神
一
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
仙
物
に
ご
招

待
（
そ
れ
ぞ
れ
、
名
様
）

★
ピ
ー
ト
ル
ズ
大
全
集

フ
ィ
ル
ム
コ
ン
サ
ー
ト

晦
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
前
売
／
Ａ
・
二
二
○
○
円
Ｂ

、
一
八
○
○
円

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す

★
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ン
パ
ル

持
田
洋
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
趣
Ｒ
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ｉ
ル

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
山
内
鈴
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

、
月
９
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

一
五
○
○
円
を
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
莱
書
で
神
戸
っ

子
編
集
室
・
優
待
係
（
川
嫡
）
ま
で

３
‐
１
１
割
Ｉ

垂

小柳ルミ子パウロ・モーラ 杉円一郎

ヘンドリックス

☆
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー

型
Ｈ
（
金
）
６
時
西
宮
球
場
Ｓ
・

三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ

・
二
○
○
○
脚

☆
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
氾

訓
間
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
二
二
○
○
円

一
般
・
二
五
○
．
門

出
演
／
パ
ウ
ロ
・
モ
ー
ラ
五
亜
奏
団

コ
ン
ジ
ュ
ン
ト
・
サ
ン
バ
カ
ー
ナ
レ

ナ
ー
ク
・
ル
ー
他

八
演
劇
Ｖ

☆
文
化
座
「
日
本
の
教
育
１
９
７
０
１

あ
る
夜
間
中
学
の
記
録
」

Ⅳ
日
（
金
）
型
日
（
火
）
理
日
（
水
）

６
時
遁
分

聡
日
（
土
）
①
１
時
半
②
６
時
晦
分

四
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
一
九
○
○
円

出
演
／
鈴
木
光
枝
、
佐
々
木
愛
、
鈴
木

昭
生
、
川
崎
桂
ほ
か

☆
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」

型
日
（
金
）
①
１
時
②
３
時
半

県
民
小
劇
場
一
○
○
○
円

☆
松
竹
新
派
特
別
公
演

「
紙
屋
治
兵
衛
」
「
四
季
の
詩
」

９
月
１
日
（
土
）
４
時
２
日
（
日
）

①
ｎ
時
②
４
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
八
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
三
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

出
演
／
中
村
扇
雀
、
水
谷
良
重
、
菅
原

謙
次
、
波
乃
久
里
子
ほ
か

八
そ
の
他
Ｖ

☆
花
柳
勝
十
郎
リ
サ
イ
タ
ル

型
日
（
日
）
１
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
五
○
○
円

★
ピ
ー
ト
ル
ズ
大
全
集

超
卿
（
土
）
①
２
時
②
４
時
③
６

時
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
前
売
・
一

二
○
○
円
当
日
・
一
五
○
○
円

★
第
四
回
神
戸
能
楽
教
室
第
二
日
目

蝿
日
（
土
）
１
時
半
淡
川
神
社
能
楽

殿
★
モ
ス
ク
ワ
ポ
リ
シ
ョ
イ
舞
台
サ
ー
カ
ス

零
日
（
土
）
①
ｎ
時
②
３
時
神
戸

国
際
会
館
大
人
／
Ｓ
・
三
○
○
○
円

Ａ
・
二
五
○
○
円
小
人
／
Ｓ
・
二
○

○
○
円
Ａ
・
一
五
○
○
円

☆
東
西
落
語
名
人
選

米朝 回生 一
一
一

》
ソ

霊
日
（
土
）
①
１
時
②
５
時
半

顕
日
（
日
）
１
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
階
席
・
二
五
○
○
円
二
階
席

・
二
○
○
○
円

出
波
／
三
遊
亭
側
雌
、
笑
補
亭
松
制
、

桂
春
団
治
、
桂
米
朝
、
桂
小
文
技
、
古

今
亭
志
ん
籾
、
柳
象
小
三
治
ほ
か

★
市
民
映
画
劇
場

「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」

鋸
日
（
土
）
２
時
躯
日
（
火
）
Ｉ
訓

日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円 鶏

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■獅燭 謡一く165〉
竿

｢ぞうさんの遺言｣(朝日放送)ヘの涙

Ｑ

1１４

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



手
カ
ギ
を
ふ

る
う
私
に
あ

ま
り
に
も
忠

実
で
あ
っ

た
。
体
力
を

消
耗
し
つ
く

し
て
も
そ
の

芸
を
守
ろ
う

と
し
た
。
そ

の
報
酬
が
こ

れ
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
な

ん
と
し
た
こ

と
で
あ
る

シ
フ
。

「
摩
耶
、

か
ん
に
ん
し

連
続
だ
っ
た
ろ
う
。

昭
和
三
十
一
年
八
月
二
十
三
日
、
私
は
人
間
と
し
て
こ
れ
ほ
ど

の
悲
し
み
を
味
わ
っ
た
の
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
線
香
を
手
向
け

通
夜
と
い
う
よ
り
泣
き
あ
か
し
た
。

い
ま
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
も
し
、
摩

耶
子
に
芸
を
仕
込
み
さ
え
し
な
け
れ
ば
ま
だ
ま
だ
生
き
、
天
寿
を

全
う
し
た
で
あ
ろ
う
。
現
に
臆
病
で
芸
事
が
ど
う
し
て
も
で
き
な

か
っ
た
諏
訪
子
は
元
気
に
生
き
て
い
る
で
は
な
い
か
。

巡
業
に
出
る
こ
と
も
な
く
、
結
核
菌
に
感
染
す
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
気
丈
夫
な
摩
耶
子
は
、
手
カ
ギ
を
ふ

て
お
く
れ
、
お
ま
え
は
動
物
園
に
来
て
何
の
た
め
に
演
芸
な
ん
か
、

せ
な
あ
か
ん
の
や
。
ど
の
動
物
も
、
み
な
、
つ
れ
あ
い
を
貰
い
、

赤
ち
ゃ
ん
を
生
ま
せ
、
そ
の
家
族
生
活
を
ど
う
し
て
さ
せ
て
く
れ

な
か
っ
た
ん
や
／
、
お
ま
え
は
、
そ
う
い
う
た
ん
や
／
・
」

も
う
い
く
ら
、
大
声
で
、
い
く
ら
大
き
な
ほ
っ
ぺ
た
を
ぶ
っ
て

や
っ
て
も
、
も
う
摩
耶
は
冷
た
い
ま
ま
、
何
も
言
っ
て
く
れ
な
か

っ
た
。
摩
耶
、
も
う
い
つ
・
へ
ん
で
え
え
か
ら
、
眼
を
開
け
て
お
く

れ
…
…
。

；鐙鍵諜鯛
のんびりと暮す、スワ子く左＞と太郎く右＞

私
は
泣
い
た
。
私
は
泣
き
な
が
ら
、
い
い
知
れ
ぬ
悔
恨
と
自
責

に
か
ら
れ
て
い
た
。

横
た
わ
っ
た
摩
耶
子
は
も
う
帰
ら
な
い
。

昭
和
二
十
五
年
三
月
、
敗
戦
の
子
供
た
ち
に
多
く
の
夢
を
運
ん

で
き
た
こ
の
巨
象
に
、
私
は
手
カ
ギ
を
打
ち
お
ろ
し
、
芸
事
を
教

え
た
。
そ
し
て
命
が
け
で
生
き
た
摩
耶
子
は
僅
か
六
年
、
そ
の
生

涯
は
あ
ま
り
に
も
短
か
か
っ
た
。
い
や
、
ひ
と
と
き
の
安
ら
ぎ
さ

え
も
な
か
っ
た
重
た
い
足
首
の
ク
サ
リ
は
、
長
い
悲
痛
な
日
々
の

も
の
」
大
き
く
腫
れ
、

こ
の
間
、
出
張
中
止
。

昭
和
二
十
八
年
九
月

新
し
い
象
舎
完
成
、
木

造
の
旧
舎
よ
り
ス
ワ
子

と
共
に
移
る
。
そ
の
三

週
め
、
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ

た
、
ス
ワ
子
、
外
堀
り

に
転
落
、
引
き
あ
げ
に

大
騒
動
。
興
奮
し
た
マ

ヤ
子
は
助
け
よ
う
と
す

る
我
々
に
ス
ワ
子
を
庇
お
う
と
立
ち
向
っ
て
き
た
。

同
年
十
二
月
、
マ
ヤ
発
熱
が
続
き
、
と
き
折
り
下
痢
。
三
過
程

で
回
復
し
た
と
思
え
た
。

昭
和
一
一
十
九
年
三
月
、
再
発
、
微
熱
続
き
、
右
前
足
首
、
関
接

炎
破
行
、
全
治
に
十
カ
月
を
要
し
た
。

昭
和
三
十
年
五
月
、
ま
た
再
発
、
両
前
足
関
接
炎
、
と
、
下
腹

部
に
腫
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。
不
活
発
、
や
せ
は
じ
め
る
。
微
熱
続

く
、
色
々
投
薬
の
結
果
下
腹
部
の
腫
れ
消
失
、
し
ん
ど
そ
う
だ
が

食
欲
は
か
な
り
あ
る
。

昭
和
三
十
年
八
月
、
出
張
を
終
え
帰
っ
た
ば
か
り
の
マ
ャ
、
相

変
わ
ら
ず
プ
ー
ル
に
入
っ
た
き
り
（
微
熱
の
た
め
だ
っ
た
）
、
そ
の

折
、
突
然
の
豪
雨
と
カ
ミ
ナ
リ
に
ス
ワ
子
は
部
屋
に
逃
げ
こ
ん
だ
、

５
１
１
１
１

【
マ
ヤ
子
の
発
病
。
飼
育
日
記
か
ら
】

三
年
め
（
昭
和
二
十
八
年
）
の
五
月
頃
、
尻
の
辺
り
に
「
で
き

ひ
の
｜
大
き
く
腫
れ
、
治
療
し
た
が
全
治
に
三
週
間
か
か
っ
た
。

鐸f蟻
＝錨』◎

マヤ子の足はいつもこの鎖に…･ ・
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1６
１

と
こ
ろ
が
プ
ー
ル
の
マ
ヤ
が
、
あ
が
っ
て
こ
な
い
。
ま
た
も
前
足

を
痛
め
て
い
た
マ
ヤ
、
プ
ー
ル
に
よ
ろ
け
た
ま
ま
だ
っ
た
。
す
る

と
部
屋
か
ら
再
び
走
り
出
て
き
た
ス
ワ
子
が
、
プ
ー
ル
の
マ
ヤ
子

に
近
づ
い
た
と
思
う
と
、
力
ま
か
せ
に
鼻
づ
ら
で
マ
ャ
の
か
ら
だ

を
押
し
あ
げ
立
ち
あ
が
ら
せ
、
次
に
は
後
ろ
向
き
尻
で
押
し
な
が

ら
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
思
う
ま
ま
に
部
屋
へ
押
し
こ
ん
で
や
っ
た
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
そ
の
う
る
わ
し
い
二
頭
の
ゾ
ウ
さ
ん
の
姿
を

終
止
見
て
い
た
、
食
堂
の
お
ば
さ
ん
も
私
も
、
知
ら
ぬ
ま
に
涙
を

こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

スワ子、３８才。今も元気ですｅ

る
ぃ
は
四
国
へ
、
お
前
は
到
る
と
こ
ろ
で
子
ど
も
た
ち
の
歓
迎
を

受
け
た
。
き
っ
と
お
前
は
あ
の
世
で
も
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
い

い
お
友
達
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

苦
し
か
っ
た
ろ
う
、
痛
か
っ
た
ろ
う
、
お
前
は
い
つ
ま
で
も
こ

の
動
物
園
の
一
隅
で
私
達
を
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

山
本
鎮
郎
園
長
（
一
一
代
目
）

急
を
知
り
か
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
石
原
助
役
、
宮
崎
助
役
、
そ

れ
に
山
本
吉
之
助
初
代
園
長
の
眼
に
も
涙
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
う
し
た
動
物
園
の
彼
等
が
哀
れ
な
終
身
刑
の
身
で
あ
る

こ
と
、
も
し
、
人
間
で
あ
れ
ば
親
や
兄
弟
一
同
が
会
し
た
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
象
で
あ
っ
た
故
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
マ
ャ
子
の
死

に
母
さ
ん
も
父
さ
ん
も
が
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
一
一
十
七
才
の
私
の
心
に
は
重
た
く
残
っ

た
の
で
す
。
（
当
時
の
日
記
よ
り
）

放
映
一
時
間
三
○
分
の
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
ゾ
ウ
さ
ん
の

遺
言
」
放
送
の
翌
日
、
感
激
の
お
礼
が
殺
到
し
ま
し
た
。
皆
様
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
、
き
っ
と
マ
ャ
子
も
私
の
左
横
で
あ
の

前
足
を
折
り
ひ
ざ
ま
づ
い
た
姿
で
喜
ん
で
い
て
く
れ
た
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。
か
わ
い
い
児
童
二
人
が
マ
ヤ
子
の
お
墓
に
そ
っ
と

バ
ナ
ナ
二
本
を
埋
め
る
姿
、
私
は
感
涙
を
新
た
に
目
撃
し
た
の
は

そ
の
翌
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。八

王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

【
マ
ヤ
子
送
別
の
言
葉
】

ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
帥
人
分
を
毎
日
お
尻
に
打
ち
続
け
た
私

に
は
全
く
よ
く
が
ま
ん
し
て
く
れ
た
マ
ヤ
。
最
後
の
砂
糖
キ
ビ
三

本
を
食
べ
終
え
、
逝
っ
た
マ
ヤ
に
異
常
な
態
度
を
示
す
ス
ワ
子
、

何
度
も
何
度
も
大
声
を
あ
げ
オ
リ
の
中
を
走
り
回
っ
て
い
た
。

象
マ
ヤ
子
儀

か
ね
て
病
気
中
の
と
こ
ろ
、
昨
夜
十
一
時
十
分
、
遂
に
死
去
し

ま
し
た
。
生
前
、
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

マ
ヤ
子
よ
、
お
前
の
背
中
に
の
っ
て
喜
ん
だ
子
ど
も
た
ち
。
お

前
と
綱
引
き
を
し
て
遊
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
今
、
中
学
校
に
行
っ

て
い
る
。
お
前
は
彼
等
が
も
っ
と
大
き
く
な
る
ま
で
生
き
て
い
た

か
っ
た
ろ
う
。
お
前
は
実
に
良
く
働
い
た
。
北
陸
へ
山
陰
へ
、
あ
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1１７

ゴージャスなムードと本物の味…
三宮センター街の憩いのオアシス

喫茶鵡

葡萄屋
三宮センター街３丁目（旧柳筋）

衝（078）３９１－９００６
８：ＯＯＡＭ－１０：３O ＰＭ

９月中旬姉妹店仏蘭西屋が市役所前にオープン

回型9９ 竜

､竜一0

壷( 0 7 8 ) 3 2 1 - 1 6 8 9

ｒ
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八
そ
の
四
Ｖ

宝
塚
ｌ
船
坂
谷
ｌ
鳥
居
茶
屋
’
一
軒
茶
屋
ｌ
阪
急
六
甲

水
澄
む
船
坂
谷

118

島
京
子
八
作
家
Ｖ

六
甲
山
の
表
登
山
コ
ー
ス
は
、
あ
れ
こ
れ
と
登
っ
た
経
験
が
あ

る
が
、
裏
か
ら
登
る
の
は
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
、
こ
の
船
坂
谷

湖
行
（
そ
こ
う
）
が
た
の
し
み
で
あ
っ
た
。

阪
急
宝
塚
駅
の
前
か
ら
、
バ
ス
で
船
坂
橋
ま
で
ゆ
き
、
流
れ
に

そ
っ
て
登
り
は
じ
め
た
の
が
九
時
四
十
五
分
。
同
行
者
は
案
内
人

の
息
子
と
、
カ
メ
ラ
係
の
編
集
部
の
Ｍ
嬢
で
あ
る
。

地
図
で
見
る
と
、
こ
の
船
坂
川
は
、
北
へ
下
っ
て
鎌
倉
峡
と
な

り
、
な
お
流
れ
て
福
知
山
線
の
道
場
駅
の
近
く
で
武
庫
川
と
合
流

し
て
い
る
。
表
六
甲
を
流
れ
下
る
川
と
ち
が
い
、
裏
を
流
れ
る
こ

の
川
の
水
は
澄
み
き
っ
て
、
近
ご
ろ
で
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
ぬ
美

し
さ
で
あ
り
、
鎌
倉
峡
と
い
う
渓
谷
美
を
下
流
で
形
成
し
て
い
る

の
も
む
り
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。

折
か
ら
新
緑
の
季
節
で
、
期
待
し
て
い
た
と
お
り
、
や
わ
ら
か

な
緑
が
、
明
る
い
渓
流
の
両
側
を
埋
め
、
う
す
く
れ
な
い
色
の
つ

つ
じ
が
み
ど
り
の
間
に
見
え
か
く
れ
す
る
。
何
も
か
も
が
澄
ん
だ 石宝殿あたりにて譲者と息子さん

気
配
に
つ
つ
ま
れ
て
い
て
清
々
し
い
。

こ
と
し
に
入
っ
て
一
番
気
温
が
上
っ
た
日
で
あ
っ
た
せ
い
か
、

ま
ば
ゆ
い
陽
ざ
し
を
受
け
て
渓
谷
を
た
ど
る
う
ち
、
少
し
汗
ば
ん

で
く
る
。

山
登
り
は
、
谷
の
湖
行
が
一
番
、
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
。

変
化
に
富
み
、
バ
ラ
ン
ス
の
訓
練
に
な
る
、
と
い
う
の
だ
が
、
川

底
の
石
を
踏
み
、
と
び
こ
え
す
る
う
ち
、
ふ
っ
と
油
断
を
す
る
と
、

足
を
す
べ
ら
せ
た
り
す
る
。
判
断
の
あ
ま
さ
、
ず
さ
ん
な
態
度
な

ど
許
さ
れ
な
い
。

出
発
点
か
ら
、
あ
と
に
な
り
先
に
な
り
し
て
登
っ
て
い
た
三
人

の
若
も
の
の
姿
が
、
ふ
と
見
え
な
く
な
る
。

新
し
い
堰
堤
が
目
の
前
に
現
わ
れ
、
水
が
放
流
さ
れ
て
い
た
。

急
坂
の
ま
き
道
を
登
り
、
ダ
ム
の
上
の
河
原
に
出
た
と
こ
ろ
で
、

テ
ン
ト
が
五
つ
ば
か
り
設
営
さ
れ
、
子
供
た
ち
が
た
の
し
そ
う
に

出
入
り
し
て
い
る
の
を
見
る
。

新
旧
と
り
ま
ぜ
て
、
五
つ
の
堰
堤
を
こ
え
、
川
上
の
滝
に
た
ど

り
つ
く
。
す
る
と
、
先
刻
の
三
人
の
若
も
の
が
は
や
到
着
し
て
い

て
、
滝
近
く
の
砂
地
に
リ
ュ
ッ
ク
を
お
き
、
人
じ
ん
、
大
根
、
米
、

つ
け
も
の
な
ど
を
並
べ
て
、
飯
念
炊
さ
ん
の
支
度
を
は
じ
め
て
い

た
。滝

の
左
手
の
急
坂
を
下
っ
て
く
る
人
が
い
る
。
少
し
石
に
も
た

れ
て
休
み
、
下
り
の
人
た
ち
が
お
り
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
も
水
を
渡
っ
て
、
登
り
は
じ
め
る
。

滝
の
上
の
水
流
に
、
桜
の
花
び
ら
が
浮
び
、
落
花
し
は
じ
め
た

桜
の
木
を
み
つ
け
る
。
思
い
が
け
い
花
見
を
よ
ろ
こ
ぶ
。
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こ
の
谷
で
は
じ
め
て
の
目
じ
る
し
で
あ
っ
た
。

涼
し
い
木
か
げ
で
の
小
休
止
を
四
度
ほ
ど
く
り
返
し
て
、
い
よ

い
よ
山
頂
が
近
づ
い
た
気
配
を
実
感
す
る
。
落
葉
の
小
道
が
折
れ

曲
っ
て
つ
づ
き
、
車
の
走
る
音
を
耳
に
す
る
。

鳥
居
茶
屋
の
横
に
出
て
、
Ｍ
嬢
は
証
拠
写
真
を
と
り
ま
く
る
。

出
発
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
時
間
で
あ
っ
た
。

「
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
い
う
よ
り
、
登
山
コ
ー
ス
で
し
た
ね
」

Ｍ
嬢
の
感
想
で
あ
る
〕
キ
ロ
数
に
す
る
と
、
四
、
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
で
、
大
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
充
実
し
た
確
か
な
時
間

を
す
ご
し
た
と
い
う
感
じ
が
深
い
。

鳥
居
茶
屋
前
の
自
動
車
道
の
向
う
に
、
石
宝
殿
の
鳥
居
が
見
え

る
。
石
宝
殿
は
六

や
が
て
渓
流
の
底
が
、
巨
大
な
御
影
石
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の

大
き
さ
、
風
趣
に
目
を
み
は
る
思
い
で
あ
る
。

サ
ワ
ガ
ニ
を
見
つ
け
た
。

Ｍ
嬢
が
早
速
カ
メ
ラ
に
納
め
る
ｃ

足
も
と
に
、
ど
れ
ほ
ど
小
さ
な
す
み
れ
を
見
た
こ
と
だ
ろ
う
。

高
山
植
物
の
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
も
生
き
て
い
た
。

と
き
お
り
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に
参
加
し
て
い
る
ら
し
い

若
も
の
た
ち
が
、
谷
を
下
っ
て
く
る
の
に
出
会
う
の
み
で
、
登
山

者
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

「
烏
居
茶
屋
ま
で
、
あ
と
五
○
○
メ
ー
ト
ル
」

の
標
示
を
松
の
木
の
幹
に
見
つ
け
た
と
き
は
、
ほ
っ
と
す
る
。

サワガニも棲むほど水の澄んでいる船坂谷

ぐ
だ
っ
た
Ｕ
再
建
さ
れ

大
き
な
窓
ガ
ラ
ス
が
見

ち
が
え
る
よ
う
に
屋

内
を
明
る
く
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ス
を
た
ど
っ
て
六

甲
に
や
っ
て
き
た
家

族
づ
れ
や
グ
ル
ー
プ

学
生
た
ち
が
、
た
の

し
げ
に
食
事
を
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
人

た
ち
の
姿
を
み
る
こ

と
も
、
た
の
し
い
の

で
あ
る
。

カ
ン
ッ
リ
ー
ハ
ウ

ス
駅
か
ら
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
で
表
六
甲
駅
ま

で
ゆ
き
、
こ
の
日
の

山
歩
き
は
終
る
。

119
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そ
こ
か
ら
西
へ
、
一
軒
茶
屋
ま
で
は
す
ぐ
だ
っ
た
い

た
一
軒
茶
屋
へ
は
、
は
じ
め
て
の
こ
と
。
大
き
な
窓
蓉

甲
山
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
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私
も
滑
つ

山
に
囲
ま
れ
た
熊
本
の
片
田
舎
・
湯
前
に
育
っ
た
私
は
、
子
供

の
頃
、
年
に
一
度
ｎ
ｍ
位
も
雪
が
降
る
と
、
う
れ
し
く
な
っ
て
、
自

分
の
背
丈
の
竹
を
火
に
炎
っ
て
先
を
曲
げ
、
即
席
の
ス
キ
ー
を
作

っ
て
友
達
と
ス
キ
ー
の
真
似
ご
と
を
し
て
楽
し
ん
だ
も
の
で
す
。

そ
れ
が
三
十
才
も
過
ぎ
て
か
ら
、
学
生
と
一
緒
に
雪
景
を
描
き
に

信
州
の
野
沢
ス
キ
ー
場
へ
行
き
、
そ
こ
で
一
度
に
ス
キ
ー
の
面
白

さ
に
魅
せ
ら
れ
、
ス
キ
ー
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
計
四

回
も
野
沢
に
行
き
ま
し
た
が
、
私
の
ス
キ
ー
は
技
術
の
向
上
よ
り
、

む
し
ろ
、
滑
っ
て
楽
し
め
ば
良
い
方
の
部
類
で
す
か
ら
ス
キ
ー
の

程
度
も
お
分
り
で
し
ょ
う
。
展
覧
会
も
終
っ
た
休
日
に
、
晴
天
に

恵
ま
れ
、
私
の
長
男
と
編
集
の
方
に
御
同
行
願
い
、
〃
六
甲
夏
ス

キ
ー
〃
行
き
と
な
り
ま
し
た
。
車
で
国
道
二
号
線
か
ら
石
屋
川
を

上
り
、
鶴
甲
団
地
を
通
っ
て
有
料
道
路
入
口
へ
。
そ
こ
で
、
表
六

甲
ド
ラ
イ
ブ
ゥ
ェ
ィ
を
行
く
つ
も
り
が
、
周
辺
の
新
緑
、
山
の
美

し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
う
ち
、
道
を
間
違
え
六
甲
ト
ン
ネ
ル
へ
。 犬童さん父子告長谷川園長（左）

八
そ
の
釦
Ｖ

犬
童
徹
＃
画
家
Ｖ

六
甲
山
人
工
ス
キ
ー
場

力 た
夏
ス
キ
ー

出
た
と
こ
ろ
か
ら
裏
六
甲
ド
ラ
ィ
ブ
ウ
ェ
イ
へ
ぬ
け
、
目
ざ
す
ス

キ
ー
場
へ
や
っ
と
到
着
。
ス
キ
ー
の
前
に
園
長
の
長
谷
川
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
人
工
ス
キ
ー
場
は
、
昭
和
三
十
八
年

に
出
来
て
、
四
十
八
年
か
ら
は
プ
ラ
ス
ノ
ー
ス
キ
ー
を
試
験
的
に

試
み
、
五
十
二
年
か
ら
本
格
的
に
営
業
さ
れ
て
い
る
と
か
。
こ
の

プ
ラ
ス
ノ
ス
キ
ー
と
い
う
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
で
作
っ
た
八
の
字
型
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
敷
き
つ
め
た
も
の
で
、
夏

で
も
こ
の
〃
雪
″
の
上
で
滑
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
冬
は
こ
の

上
に
氷
を
粉
に
し
て
、
ス
ノ
ー
ガ
ン
で
巻
散
ら
し
て
〃
雪
″
を
作

る
そ
う
で
、
年
中
滑
れ
る
と
い
う
の
は
、
ス
キ
ー
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
有
難
い
で
す
ね
。
ゲ
レ
ン
デ
は
幅
二
十
脚
、
長
さ
二
百
腕
、
斜

度
十
度
の
初
心
者
用
と
、
幅
十
樹
、
長
さ
二
百
厨
、
斜
度
二
十
度

の
中
。
上
級
者
用
の
二
面
が
あ
り
、
夏
ス
キ
ー
は
四
月
一
日
’
十

一
月
い
っ
ぱ
い
で
、
冬
ス
キ
ー
は
十
二
月
中
旬
’
三
月
中
旬
ま
で
。

入
場
料
は
一
一
百
五
十
円
、
滑
走
料
千
百
五
十
円
、
貸
ス
キ
ー
は
セ

ッ
ト
で
千
五
百
円
。
初
心
者
は
携
帯
品
と
し
て
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、

長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
は
つ
き
指
す
る
事
も
あ
り
絶
対
持
参
し
て
ほ
し

い
と
の
事
で
す
。
雪
を
求
め
て
日
本
ア
ル
プ
ス
に
出
か
け
る
事
を

思
え
ば
、
安
上
り
で
健
康
的
な
レ
ジ
ャ
ー
と
も
い
え
、
愛
好
者
も

年
々
増
え
、
去
年
の
夏
ス
キ
ー
は
二
万
人
、
冬
の
シ
ー
ズ
ン
は
暖

冬
異
変
と
い
う
事
も
あ
り
、
十
八
万
人
位
で
昭
和
三
十
八
年
以
来

の
最
高
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
お
話
を
伺
が
っ
た
後
、
待
ち
に
待
っ

た
ス
キ
ー
。
ス
キ
ー
道
具
一
式
を
お
借
り
し
ま
し
た
が
、
年
々
道

具
も
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
編
集
の
人
は
ス
キ
ー
は
ベ

テ
ラ
ン
、
私
の
長
男
は
初
め
て
な
の
で
、
ま
ず
、
八
の
字
型
の
ポ

1２０
１
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神鉄六甲登山口

－
ゲ
ン
を
教
え
ま
し
た
と
こ
ろ
、
思
う
よ
う
に
な
ら
ぬ
ス
キ
ー
に
、

子
供
も
あ
わ
れ
か
な
、
両
手
、
両
足
が
ゴ
ム
人
形
を
好
き
勝
手
に

曲
げ
た
よ
う
に
、
グ
ニ
ャ
リ
と
地
面
に
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

そ
れ
で
も
、
子
馬
が
初
め
て
立
つ
時
の
動
作
を
、
何
回
も
繰
返
す

う
ち
、
な
ん
と
か
滑
る
こ
と
よ
り
立
つ
事
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

あ
と
は
後
か
ら
抱
く
よ
う
に
し
て
一
緒
に
滑
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

コ
ツ
が
分
っ
た
の
か
、
自
分
一
人
で
斜
而
を
一
直
線
に
滑
っ
て
い初めはグニャリと地面に倒れても子供はすぐに卜殻するのです

き
ま
し
た
。
大
人
よ
り
子
供
の
方
が
上
達
が
早
い
で
す
ね
・
私
の

方
は
、
滑
る
前
、
シ
ュ
テ
ム
。
タ
ー
ン
、
パ
ラ
レ
ル
タ
ー
ン
、
ス

テ
ッ
プ
タ
ー
ン
と
、
教
科
書
通
り
格
好
良
く
滑
る
事
を
頭
に
描
い

て
い
ま
し
た
が
、
滑
っ
て
み
る
と
、
体
が
い
う
事
を
聞
か
ず
、
両

足
を
揃
え
て
行
う
パ
ラ
レ
ル
タ
ー
ン
が
う
ま
く
出
来
ず
、
な
ん
と

も
様
に
な
ら
な
い
格
好
。
そ
の
側
を
同
行
の
方
が
水
澄
ま
し
の
様

に
、
ス
ー
イ
ス
イ
と
滑
ら
れ
る
の
に
は
、
私
、
梯
子
段
、
彼
女
一

級
の
差
が
歴
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
何
回
か
滑
っ
た
後
、
適
当
に

腹
も
減
り
、
編
集
者
の
手
弁
当
を
御
馳
走
に
な
り
ま
し
た
が
、
雲

一
つ
な
い
青
空
の
下
で
、
未
来
の
ス
キ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ス
キ

ー
ヤ
ー
達
を
眺
め
な
が
ら
食
べ
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
ミ
ル
ク
テ
ィ

ー
の
味
は
、
又
、
格
別
で
し
た
。
午
後
は
ス
キ
ー
ヤ
ー
も
増
え
、

混
ん
で
き
ま
し
た
が
、
人
が
ぶ
つ
か
る
様
子
も
な
い
と
こ
ろ
は
、

皆
さ
ん
あ
る
程
度
、
日
頃
、
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
連
中
と
お
見
受

け
し
ま
し
た
。
中
に
は
グ
ル
ー
プ
で
み
え
て
、
先
生
ら
し
き
人
が

先
に
滑
り
、
後
に
続
く
人
達
が
、
次
点
と
、
体
ご
と
曲
芸
の
様
に
、

地
面
に
転
が
っ
て
い
く
様
子
は
、
見
て
い
て
ほ
ほ
え
ま
し
い
感
じ

で
し
た
。
プ
ラ
ス
ノ
ー
ス
キ
ー
云
々
は
、
本
格
的
に
や
る
人
の
感

想
で
、
私
が
滑
っ
た
夏
ス
キ
ー
は
、
き
わ
め
て
良
好
で
、
基
本
的

な
練
習
、
上
級
者
達
の
技
術
の
練
磨
に
も
言
悪
哩
だ
と
思
い
ま
し
た
。

高
い
所
か
ら
斜
面
を
滑
る
ス
リ
ル
は
、
何
度
試
み
て
も
良
い
も

の
で
す
が
、
も
っ
と
基
本
的
な
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
テ
レ
ビ

で
見
る
よ
う
に
格
好
良
く
滑
り
た
い
も
の
だ
と
、
夢
は
果
て
し
な

く
続
く
よ
う
で
す
本
当
に
楽
し
い
一
日
で
し
た2１
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ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ･ プﾃ ｨ ｯ ｸ ＹＯＳＨＩＤＡ
１Ｆき( 8 4 3 ）０１０９岡本店念( 4 5 3 ）１６４０
パーティにプレゼントに花のﾒ ｯ ｾ ｲ ヅを｡ 花を扱うセ
ンスには自信があり震す、

腫含両

６
．

KIN磁緬調

第２次テナント募集開始

1２２

ブ ﾃ ｨ ｯ ｸ ＧＡＲＢＯ
１Ｆな( 8 2 2 ）０４８４
子供眼Ｔシャツ､ お人形、くつ､ バッグ…夢いっぱい
の手作りのものばかり｡ お店の臭でいしざき君がﾐ ｼ ﾝ
をふんでいます詞

健康食品六甲へルスフーズ
１Ｆき（8 2 1 ）５５９１
美じさは他康から。美容と他康に奉仕する六甲へルスフ
ース. ･ お気軽にご相談ください‘，

六甲キングスアレイ
神戸市測区日尾町3 - 1 - 3

ブﾃ ｨ ｯ ｸ フェニックスさとみ
１Ｆ五( 8 4 3）０１１９
さとみのﾚ ｽ は､ 夙になびくのです｡ 女っぽく優しく
鰐やかに｡ 六甲の風を感じさせるのです､

▼ ‐‐ ~ ’

J蕊ilIm
ビストロシェ・ふじもと
２Ｆ念( 8 4 3 ）１１５５木曜休
聴本二三代の店。パリの小粋なビストロの騨囲気が伝わ
ります｡ 平日5 F M ～1 A M ､ 土日祝1 ＭM ～1 1 P M 筒

H 転踊坤蒔瀞騨Ｅﾛ

鵬( 職鴻六甲香
ﾛ ｺ ｺ と読みます｡ ﾛ ｺ ｺ 明のｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｱ に白いビｱ ﾉ
が。そして自慢のケーキと自家陪煎迦緋をお楽しみくだ
さい酉９A Ｍ～l ＯＰＭ

,Ａ、
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八
躯
Ｖ
う
な
ぎ
糸
平

八
恥
Ｖ
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ー
サ
イ
ド
ク
ラ
ブ
パ
レ
ス
塩
屋

函

「
糸
平
の
う
な
ぎ
食
べ
た
ら
、
他
の
う
な
ぎ
な
ん
て
食
べ
ら
れ
へ

ん
よ
」
と
、
友
達
の
ミ
ョ
コ
サ
ン
。

「
そ
う
だ
な
あ
、
一
月
に
二
回
か
三
回
行
く
か
な
あ
。
得
意
先
を

連
れ
て
っ
て
も
み
ん
な
、
う
ま
い
、
ま
た
行
こ
か
、
い
う
し
な
」

銀
行
マ
ン
の
三
郎
サ
ン
。

糸
平
フ
ァ
ン
は
、
か
な
り
熱
狂
的
で
あ
る
。

た
だ
し
、
と
、
こ
れ
ま
た
誰
も
が
い
う
。

「
お
腹
ペ
コ
ペ
コ
の
時
行
っ
た
ら
、
つ
ら
い
よ
、
あ
の
匂
い
か
ぎ

な
が
ら
待
っ
て
る
と
ぼ
ん
ま
に
つ
ら
い
…
…
」

私
も
そ
の
つ
ら
い
思
い
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
っ
た
。
朝
の
番
組

終
っ
て
か
け
つ
け
て
、
も
ち
ろ
ん
朝
御
飯
は
い
つ
も
食
べ
な
い
か

ら
、
お
な
か
と
背
中
が
ひ
つ
つ
き
そ
う
。
だ
け
ど
、
糸
平
サ
ン
は

お
客
の
顔
を
み
て
か
ら
や
お
ら
う
な
ぎ
を
焼
き
出
す
か
ら
、
牛
井

の
な
ん
と
か
屋
み
た
い
に
注
文
と
同
時
に
井
が
目
の
前
に
出
て
く

口
糸
平

☆
栄
養
た
っ
ぷ
り
う
な
ぎ
一
筋
二
十
五
年

る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

紀
州
の
備
長
炭
を
使
い
、
こ
の
火
足
が
短
く
火
力
の
強
い
炭
の

特
長
を
う
ま
く
生
か
し
、
こ
ん
が
り
と
焼
け
た
よ
う
で
焼
け
な
い

よ
う
で
、
と
い
う
焼
き
具
合
の
む
ず
か
し
さ
。
白
や
き
百
。
へ
ん
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
百
。
へ
ん
位
も
引
つ
く
り
返
し
て
、
じ

わ
じ
わ
っ
と
焼
く
の
だ
そ
う
だ
。
「
ま
む
し
」
と
い
う
の
は
、
あ

の
腹
か
ら
き
た
の
か
と
思
っ
た
ら
、
ま
ま
（
御
飯
）
で
む
す
か
ら

ま
む
し
と
い
う
の
だ
そ
う
で
、
や
っ
と
あ
り
つ
い
た
う
な
井
、
た

き
た
て
の
御
飯
の
上
に
ぽ
っ
て
り
と
い
う
か
、
肉
付
き
の
良
い
と

い
う
か
、
そ
こ
ら
の
う
な
井
の
三
倍
も
あ
り
そ
う
な
の
が
二
切
れ

の
つ
か
り
、
そ
の
上
に
ま
た
御
飯
が
ち
ょ
こ
つ
と
の
っ
て
い
る
。

舌
に
と
ろ
け
そ
う
な
柔
ら
か
さ
。
そ
れ
で
い
て
舌
に
ま
と
わ
り
つ

く
よ
う
な
う
な
ぎ
特
有
の
ね
ば
っ
こ
さ
も
あ
り
、
お
い
し
い
な
ん

て
言
葉
じ
ゃ
言
い
表
わ
せ
な
い
程
の
味
で
あ
る
。
う
ま
き
は
こ
れ

ま
た
う
ま
き
（
な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
）
。
八
幡
巻
き
、
口
に
放
り
こ

ん
だ
と
た
ん
に
と
け
た
（
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
か
な
）
。
う
ざ
く

（
酢
の
も
の
）
も
、
こ
ん
な
に
身
の
た
っ
ぷ
り
つ
い
た
の
知
ら
な

い
な
あ
。

蕊

１
１２３
１

ノ
コ
坐
り
升
ノ
ハ

垂
一
一
一
一
小
山
乃
里
子
の

な
る
食
べ
あ
る
記
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★
南
仏
を
思
わ
せ
る
海
く
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン

ロ
シ
ー
サ
イ
ド
ク
ラ
ブ

４
１
２
‐
１

一
一
一
宮
神
社
東
通
り
、
知
っ
て
る
人
し
か
入
っ
て
来
な
い
細
い
通

り
。
昔
は
神
社
の
中
に
六
十
軒
程
の
店
が
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
屋
、

映
画
館
、
小
間
物
屋
、
エ
ト
セ
ト
ラ
。
朝
か
ら
夜
通
し
に
ぎ
わ
っ

た
も
の
が
、
戦
争
で
焼
け
て
、
そ
れ
で
も
こ
の
あ
た
り
が
好
き
だ

と
、
う
な
ぎ
一
筋
も
う
二
十
五
年
で
あ
る
。
全
部
で
一
一
十
人
も
入

れ
ば
満
パ
イ
の
小
さ
な
店
な
が
ら
、
つ
と
に
こ
の
店
が
名
高
い
の

は
、
う
な
ぎ
と
も
う
一
つ
、
ご
主
人
糸
平
さ
ん
の
南
画
、
水
墨
画

の
腕
前
で
あ
ろ
う
。
海
外
で
の
個
展
も
数
多
く
、
先
日
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
四
十
日
も
ま
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
と
か
で
、
う
な
ぎ
の
話
よ

り
も
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
話
な
ん
か
に
花
が
咲
い
た

り
し
て
、
本
当
に
楽
し
い
お
じ
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
お
店
に
は

糸
平
さ
ん
の
絵
は
一
枚
も
か
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
代
り
、
こ
ん

な
江
戸
時
代
の
川
柳
が
：
：
．
．
「
恋
や
せ
に
う
な
ぎ
さ
か
せ
る
す
じ

ち
が
い
」

生
田
区
三
宮
町
２
雷
３
３
１
１
７
８
１
８

営
業
時
間
ｎ
時
釦
分
１
８
時

私
の
愛
読
書
の
一
冊
に
「
海
か
ら
の
贈
物
」
と
い
う
本
が
あ
る
。

著
者
は
大
西
洋
横
断
飛
行
に
最
初
に
成
功
し
た
リ
ン
ド
バ
ー
グ
大

佐
の
夫
人
で
、
彼
女
が
海
辺
を
歩
い
て
目
に
し
た
風
景
や
、
拾
っ

た
貝
が
ら
な
ど
か
ら
、
女
の
こ
と
男
の
こ
と
、
結
婚
と
は
何
か
、

知
性
と
は
何
か
を
書
き
し
る
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
出
だ
し
の

一
筋
「
浜
辺
は
、
本
を
読
ん
だ
り
、
も
の
を
書
い
た
り
、
考
え
た

り
す
る
の
に
い
い
場
所
で
は
な
い
。
温
か
す
ぎ
る
し
、
湿
気
が
あ

り
す
ぎ
て
、
本
当
に
頭
を
伽
か
せ
た
り
、
精
神
の
飛
馳
を
試
み
た

り
す
る
の
に
は
、
居
心
地
が
良
す
ぎ
る
。
し
か
し
何
度
繰
り
返
し

て
も
同
じ
こ
と
で
、
や
は
り
浜
辺
へ
は
、
禿
げ
ち
よ
ろ
の
篭
の
中

に
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
表
や
、
本
や
紙
や
、
も
う
ず

っ
と
前
に
返
事
を
書
く
は
ず
だ
っ
た
手
紙
な
ど
を
一
杯
詰
め
て
、

張
り
切
っ
て
出
か
け
て
い
く
。
そ
し
て
い
つ
も
、
読
み
も
し
な
け

れ
ば
書
き
も
せ
ず
、
も
の
を
考
え
さ
え
も
し
な
い
．
．
…
．
」

パ
レ
ス
塩
屋
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潔警曙、,揮

畷鶏
海のすぐそばで食事が出来るのも神戸ならではのもの。陽
差しの強い日でもよし、どんより曇った雨模様日のでもよ
し、南仏風でとってもロマンチックですｂ南専務と。

シーサイドクラブパレス嬬屋

1２５

溌惣

あっさりした味の‘･ ひらめのエピソース，．

シ
ー
サ
イ
ド
ク
ラ
ブ
の
椅
子
に
の
ん
び
り
坐
っ
て
い
た
ら
、
こ

の
本
を
思
い
出
し
た
。
実
に
素
敵
な
雰
囲
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ

り
、
そ
し
て
実
に
素
晴
ら
し
い
景
色
で
あ
る
。
名
前
は
良
く
知
っ

て
い
た
の
に
週
に
一
度
は
須
磨
ま
で
出
か
け
て
い
る
の
に
塩
屋
ま

で
足
を
の
ば
す
、
と
い
う
こ
と
が
な
ぜ
か
お
っ
く
う
で
、
今
回
取

材
で
は
じ
め
て
行
っ
た
。
だ
か
ら
感
激
も
大
き
か
っ
た
の
か
。

海
に
向
っ
て
開
か
れ
た
テ
ラ
ス
か
ら
、
下
を
の
ぞ
け
ば
、
そ
こ

だ
け
が
細
か
い
砂
浜
で
、
海
ま
で
も
、
こ
の
あ
た
り
だ
け
色
を
変

え
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
錯
覚
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
。
地
中

海
に
面
し
た
、
ニ
ー
ス
・
カ
ン
ヌ
を
お
も
わ
せ
る
た
た
ず
ま
い
、

と
い
う
う
た
い
文
句
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
行
っ
た
こ
と
の
な
い

私
の
頭
の
中
に
も
、
す
ん
な
り
入
っ
て
く
る
。
あ
い
に
く
の
雨
で

あ
っ
た
。
冬
の
海
、
雨
の
日
、
そ
し
て
荒
れ
た
日
に
は
、
ノ
ル
マ

ン
デ
ー
の
よ
う
で
す
、
と
か
た
わ
ら
で
誰
か
が
つ
ぶ
や
く
。
ワ
イ

ン
を
ロ
に
運
び
な
が
ら
、
一
瞬
こ
こ
は
ど
一
」
だ
ろ
う
、
と
ふ
と
思

》
フ
ロ

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
９
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
料
理
修
業
を
終

え
て
、
こ
こ
で
腕
を
ふ
る
う
、
シ
ェ
フ
の
山
口
さ
ん
が
、
今
日
の

メ
ニ
ュ
ー
を
教
え
て
く
れ
る
。
あ
っ
さ
り
し
た
中
に
も
こ
ぐ
の
あ

る
ス
ー
プ
、
今
そ
こ
で
と
っ
て
来
た
よ
う
な
舌
び
ら
め
の
エ
ピ
ソ

ー
ス
。
週
に
一
度
は
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
メ
ニ
ュ

ー
も
出
る
。
デ
ィ
ナ
ー
は
、
そ
の
名
も
カ
ン
ヌ
コ
ー
ス
と
ニ
ー
ス

コ
ー
ス
。
こ
の
雰
囲
気
に
す
っ
ぽ
り
身
を
包
み
、
な
ん
と
９
時
間

も
坐
っ
て
い
た
人
が
い
た
そ
う
な
。

食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
な
ら
、
こ
こ
か
ら
ほ
ん
の
数
十
メ
ー

ト
ル
の
旧
エ
ピ
ラ
邸
の
塩
屋
異
人
館
倶
楽
部
へ
・
大
き
な
藤
椅
子

に
坐
る
も
よ
し
、
海
を
み
な
が
ら
サ
ン
ル
ー
ム
に
へ
た
り
込
む
も

よ
し
、
そ
し
て
エ
グ
ロ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
想
い
に
ひ
た

る
も
よ
し
。

私
は
「
海
か
ら
の
贈
り
物
」
の
よ
う
に
、
な
あ
ん
に
も
考
え
る

一
」
と
を
せ
ず
、
た
だ
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
け
ど
。

垂
水
区
塩
屋
町
字
高
尾
麓
７
５
３
１
１
３
７
３

営
業
時
間
ｎ
時
１
，
時

塩
屋
異
人
館
倶
楽
部
垂
水
区
聴
屋
町
小
谷
２
６
７
衝
７
５
１
１
２
３
８
６

蕊再■悪回 ｉｎ
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．…．，( 渡辺さんとか兼古さん
とか）と内輪バナシが開花。
夙月堂ホールで三方を観客

ら騒ぎ」を見ようというのが六月の
例会。観劇というのはＫＦＳの例会
では初めてのこと（お芝居見たの初
めてと仰つしやった方もありました
！）。出席率は良でありました。
さてお芝居のあと、演出・主演の

夏目俊二さんをお招きしてお喋り、
という趣向でした。毎度のことなが
ら夙月堂のご好意で遅がけのお夜食
をして、夏目さんとお話。
劇見るの初めてという某氏もいれ
ば、実は道化座にいらした時に……
( 市野木さん）とか、学校の後輩で

コウベファッションソサエティ

に囲まれての芝居というのは劇団神
戸も初めてだったそうです。舞台の
ない新しい形の劇でした。そのあた
りの苦心、衣裳のこと、連日立ち見
が出る程人気だという程今皆芝居を
見たがってるということ、そして、
水割片手に～、という芝居の見方な
ど、話ははずみました。
公演後でお疲れだったろう夏目さ

んには、ここで改めてお礼申し上げ
ます。

1２６

news42:繍阜鰐繭:愚-露“

懸蕊
マンスリーサロン恒例の記念撮影・中央が夏目俊二さん

☆６月例会

から騒ぎ
作・シェークスピア
「劇団神戸」

劇団神戸が凧月堂ホールで
定期的に催す“コメディー。
ド・フウゲツ”第一回の「か
ら騒ぎ」を見ようというのが弓

コメディー。ド・
フウケツ８月公演
８月2 3日(木)～

２６日（日）

井上ひさし作

｢ 四谷譜談」
６：３ＯＰＭより
チケット1 , 8 0 0 円

当日2 , 0 0 0円

夏には喜劇が
よいものです

第６回夏の総会
⑳新しい理事が決まりました
７月1 3 日（金）農業会館のブーン

で開かれた総会で、５５年度の新理事
新役員が決まった。会長は６期目中
原武志さん。「中原さんはやはりＫ
ＦＳの“顔”だから！」という会員
たちの推挙の弁、皆さん今年度もよ
ろしくお願いいたします。
会長中原武志
副会長柿本雅司、大内信行、1 1 1 中誠司
会計米田博司、張恵美
理事荒木雅美、市野木江充子、小笠原明( 新）
兼古啓嗣、‐… . －－－－－．－一一

夏目俊二さんを迎えて

、前年度会計報告と今年の予定
クリスマスパーティ、秋の角川春樹、春の立

麺長三の二回の公開識座、毎月のマンスリーサ
ロンと去年も活発な活動でした。今年一番の課
題は会員名錐の整理です。住所変更などすみや
かにお知らせ下さい。

８月マンスリーサロン
８月６日（月）６時半より
六甲オリエン少ルホテル
会費／5,00 0円（会員以外は6,00 0円）
講師/ 細川垂さん（哲学者）
テーマ／Ｈ大学哲学夜話

、
、
子
西
佐
中
藤

子
夫
喜
、
、
、
、

弘
泰
美
琴
男
子
義

瀬
谷
泉
雅
幹
良
正

川
清
小
腿
条
藤
島
率ハルミ、渡辺三船、若林雄三（新）
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武田芳一さんを囲んで

中
国
の
旅
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

上
映
で
美
佐
女
史
達
の
中
国
文

化
交
流
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
、
会

場
に
は
中
国
の
書
家
達
と
の
交

流
書
展
も
あ
り
、
お
食
事
は
北

京
宮
廷
料
理
と
中
国
ム
ー
ド
い

っ
ぱ
い
だ
。
日
本
で
は
こ
の
チ

ー
ム
で
し
か
京
劇
上
演
は
ム
リ

と
い
う
華
僑
の
人
達
に
よ
る
歌

劇
。
父
上
、
林
福
貴
さ
ん
の
こ
れ

が
最
後
と
い
う
青
竜
刀
の
剣
舞

を
子
息
の
林
牧
樹
さ
ん
が
涙
で

紹
介
し
、
鮮
や
か
に
披
露
し
た
。

新
井
満
さ
ん
の
長
恨
歌
演
奏

壁
面
に
大
害
し
て
ま
た
ま
た
名

を
馳
せ
た
女
流
書
家
の
望
月
美

佐
女
史
が
、
神
戸
か
ら
の
文
化

交
流
団
と
共
に
四
月
末
か
ら
半

月
中
国
の
旅
に
出
て
、
そ
の
帰

朝
報
告
会
が
、
六
月
十
五
日
神

戸
飯
店
で
約
一
五
○
名
が
集
っ

て
開
か
れ
た
。

☆
望
月
美
佐
・
中
国
の
華
宴

何
し
ろ
日
本
人
で
初
め
て
中

国
の
北
京
天
安
門
の
壁
新
聞
の

足
立
巻
一
氏
は
「
神
戸
に
い

る
作
家
と
し
て
こ
の
事
件
に
対

決
す
る
作
家
が
い
た
こ
と
は
何

Ｉゅ小泉パーティご案内ｉ
:－．．－．－．‐．－‐‐．－－－－．．‐．．．．．‐、－－．割．‐‐－－－－－．－_ _今一一一一．.．．．_ _ _‐‐‘

i 小泉パーティI ま
; 結婚を希望する男女にお見合や愛好会！
; によって健全なご交際のお手伝いをいＩ
iたします｡身元の確かなことは良縁の’
'第一条件です｡身元の確かな方々 の会ｉ
Ｉ員制の集いです。
i・入会金10,00 o円・年会費１０，０００円；
; ＜小泉パー ﾃ ｨ 夏のﾊ ｲ ｷ ﾝ グ＞ｉ
ｉ日時/８月26日（日）午前8時山陽電鉄須磨浦公ｉ
i 園駅集合
iｺｰｽ/六甲縦走須磨一鴨越ｺｰｽ,6.5kｍ！
; 須磨浦公園一旗振山一高倉台一横尾山一ｉ
i 須磨ｱ ﾙ プｽ ｰ 萩の寺一高取山一鴇越：
i 参加希望者は前日までにお申込み下さい
Ｉ小泉パー ﾃ ｨ のご案内.入会書類ご希望の方はｉ
ｉ事務局〒65O生田区北野町3丁目１０－２
i淡島マンション10 5号筒07 8 - 2 4 2 - 0 3 3 3小泉正巳，
! お問合せ、ご連絡は午前中又は夜間に。

よ
り
だ
と
思
う
」
と
ス
ピ
ー
チ
。

武
田
芳
一
さ
ん
の
「
黒
い
米
」

「
熱
い
港
」
と
続
く
こ
の
熱
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
盛
ん
な
拍
手
が

贈
ら
れ
た
。
富
田
砕
花
、
小
倉

敬
二
、
竹
中
郁
、
白
川
渥
、
落

合
重
信
、
畑
専
一
郎
氏
ら
約
二

百
名
が
集
っ
た
七
月
七
日
七
夕

の
夕
べ
（
於
兵
庫
県
中
央
労
働

セ
ン
タ
ー
）
だ
っ
た
。

☆
「
土
佐
源
氏
」
に
酔
い

難
の
酒
に
ほ
ろ
酔
う
会

二
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
が
揺
れ
る

だ
け
の
舞
台
、
盲
目
の
老
乞
食

が
〃
色
ざ
ん
げ
″
を
魂
の
働
突

と
と
も
に
語
る
。
一
人
芝
居
「
土

佐
源
氏
」
を
演
ず
る
は
島
根
県

出
雲
市
出
身
の
異
色
俳
優
、
坂

本
長
利
さ
ん
。
６
月
路
日
夕
刻

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

チャイナ服姿の望月さんと新井満さん

全㎡識蝉蹄鶴畢叫沖屯

グ
ラ
ム
の
圧
巻
。
中
井
一
夫
、

土
井
た
か
子
、
竹
馬
準
之
助
さ

ん
ら
美
佐
の
会
の
メ
ン
バ
ー
も

揃
っ
て
の
中
国
華
宴
だ
っ
た
。

☆
熱
い
心
の
武
田
芳
一

「
熱
い
港
」
出
版
記
念
会

映
画
「
灯
を
と
も
し
た
人
々
」

の
上
映
か
ら
武
田
芳
一
さ
ん
の

「
熱
い
港
」
出
版
記
念
会
は
始

ま
っ
た
。
こ
の
映
画
に
は
驚
い

た
。
昭
和
調
年
に
、
大
正
皿
年

の
労
働
争
議
時
の
実
写
フ
ィ
ル

ム
を
復
元
す
る
形
で
作
ら
れ
た

貴
重
な
も
の
で
、
当
時
の
４
万

人
の
デ
モ
（
大
示
威
行
進
）
が

神
戸
の
街
を
大
迫
力
で
進
行
す

る
辺
り
は
圧
巻
。
他
に
も
こ
の

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
作
る
上

に
、
唯
一
の
生
証
人
と
し
て
取

材
し
た
青
桓
善
郎
夫
人
（
躯
才
）

も
元
気
に
出
席
。
争
議
か
ら
記

年
を
経
た
歴
史
の
重
み
が
感
じ

ら
れ
た
。

健
楊
貴
妃
と
玄
宗
皇
帝
の
大

ロ
マ
ン
を
唄
い
あ
げ
、
美
佐
女

史
の
書
と
と
も
に
当
日
の
プ
ロ

1２７

本
さ
ん
を
囲
ん
で
み
ん
な
で
乾

杯
。
素
晴
ら
し
い
熱
演
を
観
た

あ
と
の
灘
の
酒
の
一
杯
は
格
別

坂本長利さん（右）と太田会長

i 蕊, - ､ 酔ほ者出名での
の微いろは席の１２０味

由
来
）
気
分
で
帰
路
へ
・
灘
の

酒
を
愛
し
そ
の
豊
か
さ
を
拡
げ

よ
う
と
会
を
始
め
た
会
長
の
太

田
耕
一
さ
ん
は
「
今
後
も
落
語

会
等
、
楽
し
い
企
画
を
考
え
て

い
ま
す
」
と
張
り
き
っ
て
い
る
。

微
醗
の
会
麓
３
５
１
．
６
９
９
６

蕊 農
業
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
て

〃
絶
妙
の
至
芸
「
土
佐
源
氏
」

に
感
動
し
て
原
酒
沢
之
鶴
に
ほ

ろ
酔
う
パ
ー
テ
ィ
〃
と
題
し
た

微
醇
（
び
く
ん
）
の
会
例
会
が
催

さ
れ
た
。
幕
が
下
り
た
後
、
坂
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2８

話題のひろば

灘 ＜Ｉ＞

鰯
懐
か
し
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
サ
ウ
ン
ド

圭
周
春
よ
み
が
え
る

ア
ロ
ハ
コ
ン
サ
ー
ト

上バッキー白片
下エセル中田

か
つ
て
神
戸
商
大
の
学
生
に
、
村
上

一
徳
と
い
う
人
が
い
た
。
彼
、
イ
ッ
ト

ク
さ
ん
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ス
チ
ー
ル

ギ
タ
ー
奏
者
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
音

楽
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
そ
の
イ

ッ
ト
ク
さ
ん
を
讃
え
て
Ｉ
と
し
て
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
の
演
奏
会
〃
ア
ロ
ハ

コ
ン
サ
ー
ト
″
が
去
る
６
月
型
日
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

八
主
侭
／
神
戸
ハ
ワ
イ
一
Ｊ
ン
協
会
Ｖ

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
芦
屋
女
子
短
大

レ
イ
・
イ
リ
マ
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
が
登

場
。
当
然
メ
ン
バ
ー
は
す
べ
て
女
性
。

演
奏
の
良
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い

き
な
り
会
場
に
花
が
咲
い
た
よ
う
。
続

い
て
学
生
時
代
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
を

演
奏
し
て
い
た
と
い
う
人
た
ち
で
編
成

さ
れ
た
ポ
ー
ト
ア
ィ
ラ
ン
ダ
ー
ス
が
演

奏
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
伊
藤
隆
文
さ
ん

ら
が
加
わ
っ
た
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と
デ

キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
調
。
ま
た
、

こ
の
Ｈ
の
た
め
に
バ
ン
ド
を
編
成
し
た

安
藤
義
則
と
ホ
ノ
ル
ル
・
ス
ー
パ
ー
・

サ
ウ
ン
ド
は
、
新
し
い
ハ
ワ
イ
ア
ン
サ

ウ
ン
ド
を
披
露
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
な
つ
か
し
い
バ
ッ
キ
ー
白

片
と
ア
ロ
ハ
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
、
そ
し

て
エ
セ
ル
中
田
の
歌
。
彼
ら
の
演
奏
に

再
び
青
春
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
雰
囲

気
で
、
会
場
は
最
高
潮
。

最
近
で
は
珍
し
い
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
約
三
百
人
の
聴
衆
は
満
足

気
の
様
子
で
閉
幕
し
た
。

§。
ザ

ロ組

上かわいいな－、と会場から思わずため息芦屋女子短大レイ・イリマ・ハワイアンズ
下この日のためにバンドを編成。安藤義則とホノルル・スーパー・サウンド
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